
 

 

 

日時 １０月１９日（火） １８時～ 

場所 島尻教育会館(みなーの) 

＊ 事務職員、養護教諭、栄養教職員は、離島・へき地へ 

２回以上異動の方針が打ち出されています。 

よい人事異動が実現できるよう組合が力になれます！ 

そのためには、学習会に参加し、自分自身がきちんと 

理解し、対応することが大事です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．時期  ９月末から１０月中旬 

２．方法  ○アドレス先～内閣官房のホームページ上に公開 

       内閣官房の「元気な日本復活特別枠」要望に関わるパブリック・ 

       コメント、意見募集へのリンクページ 

       要領等の詳細は、ホームページを確認し、それに従って下さい。 

３．注意事項 

※自宅のパソコンを使用して下さい。 

※勤務時間外にホームページにアクセスして、意見を送付するようにして下さい。 

(注意)年休の場合はいいのですが、勤務時間だと職務に専念していないと問題にされ 

    たり、学校のパソコンだと公私混同とされる恐れがあるので注意して下さい。 
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沖教組 

新聞報道などにもあったように、教職員定数の改善が次年度から行われる方向で進もう 
としています。これは、沖教組をはじめ校長会やＰＴＡ連合会等が連名で要請したことが 
大きな力の１つになっています。 

また、昨年そして今年度と、４月～５月に島尻支部では、校長先生方へのあいさつ回り 

をする中で、諸教育課題に対する認識を共有し、一緒に教育を良くしていこうと確認して 

います。豊見城市教育委員会には、多忙化を解消するための安全衛生委員会の委員推薦を 

依頼されたり、今年度の全国学力・学習状況調査の希望参加はしないことになったりしま 

した。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知っていますか？ 
 

他府県の教職員や 
(沖縄でも)臨時の公務員は、 
給与が低いことを！ 
（官製ワーキング・プア） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ、みんなで支え合い、よい未来をつくっていきましょう！ 
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 組合は、① 賃金や労働条件改善の取組 、② 平和運動などの社会を良くする取組  

③ 教育研究活動を支援する取組 、④ 教職員の福利厚生に関する取組 、⑤ 人事異動 

の取組や悩み事・トラブル解決へのサポート など様々なことを行っています。 

  昨年の１２月のボーナスでカットされ、本来は戻ることが無かったはずの賃金(平均 

約８万円)が今年の３月末に戻ってきたのも組合の取り組みの成果です。 

組合員が納める組合費は、上記のような活動やその活動を進める専従職員の給与等 

に使われていますが、現在、組合員の減少で、組合を運営するのが難しくなってきて 

います。これから公務員制度改革などで益々厳しくなる事が予想される私たち教職員 

の賃金・労働条件を維持していくためにも、労働組合の存在は大切になると考えます。 

一緒に考えて 

みませんか？ 

臨採部組合費(県費職員月１,０００円、市町村費・非常勤職員月５００円) 

以上に臨採職員のためにも活動しているつもりです！ 

ぜひ、臨時採用教職員のみなさんも組合に加入して下さい！ 

(注)組合に加入することで何ら不利益を被ることは、 

   絶対にありません。 

組合がないと 

現在の組合費以上に 

大幅に給与が下がる 
可能性が大です！ 

沖縄県の臨時教職員の給与は、現在本務と同じ給料表
に基づいており、他府県に比べずっと良い給与です(これまで

の組合の取組の成果)。 
しかし、今沖縄県の臨時教職員の給料表を変えて、給与を

引き下げる提案が県当局から度々なされ、それを教職員組

合が食い止めている状態です！ 


